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免疫遺伝学分野 
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究 
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・講師 

長崎大学熱帯医学研究所 熱研対応教
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症が及ぼす健康調査 

菊池美穂子 
・講師 
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HLA 組み換えマウスを用いた CD8 陽性 T 細

胞のデングウイルス防御免疫への関与検討 

水上修作・助教 平成３０年度熱帯医学研究拠点 一般

共同研究 
分担 生薬由来新規抗マラリア薬の探索 

水上修作・助教 平成３０年度熱帯医学研究拠点 一般

共同研究 
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その他 
○特筆すべき事項 

①Diploma Course on Research & Products to Meet Public Health Needs (世界保健ニーズに応える医薬品研究開発のため

のディプロマ・コース）の開催  
主催者：平山謙二, Juntra Laothavorn 教授 タイ王国タマサート大学国際大学院との共催 
東京大学, タイ王国チュラロンコン大学の協力。長崎大学熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プロラ

ムのコースワークとして登録  
日 時：2018 年 8 月 20 日～8 月 31 日  
場 所：長崎大学グローバルヘルス総合研究棟 4 階 中セミナー室 

 
②第 18 回 医学研究のための倫理に関する国際研修コースの開催 

代表者：佐々木 均教授 主催者：平山謙二, Juntra Laothavorn 教授 
主 催：長崎大学熱帯医学研究所 共催：東京有明医療大学、昭和大学、国立病院機構総合医療センター治験研究

部治験推進室、アジア太平洋地区倫理委員会連絡会議(FERCAP)、Strategic Initiative for Developing Capacity in 
Ethical Review (SIDCER)  

日 時：2018 年 5 月 29 日～31 日 場所：長崎大学グローバルヘルス棟 1 階大セミナー室（坂本キャンパス） 


